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絲憐志*|い第43巻３号２０()(j(|:l()１１４７

〔書評〕

豊島義一箸「長||荷造船所原I1li計算生成史」
（｢il文舘１１１版2006<|記）

佐藤康男

するｉｉｉにいくつかの複雑な帳簿がＷ１;することを

示し，15111:紀にはプリミティブな１１;(lllli計算の帳簿

がすでにあったことを明らかにしている。

しかし，どちらが正しいのかというのは妥当で

はない。｜j;!(,lli計算に対する概念＃』だの'１１題だから

である。リトルトンは現代のljiimi計算の術造を念

頭において，社会経済の発展と結びつけて会計学

を位置づけていたからである。

（１） 

商業簿記はｌＩ１ｌｕのイタリアで誕生したのである

が．，その源泉となったのは世界で初めて111版さ

れた複式簿記の､;(型である「Summa」（I`19,1）

であり，「算術・幾lml・比および比例企齊」の略

語で呼ばれるバチョーリ（Pacioli，Ｌ､）の杵書で

ある。当時のイタリアはルネッサンスの'１１k代であ

り，商業がもっとも縦んな国であったので紳記は

自然発生的に生まれたのであろう。まさに「必要

･性は発lUlの１１」なのである。

原価計算の歴史を語るさい誰もが心に浮かぶ二

'１|}の名著がある。ひとつはリトルトン（Littleto,１，

Ａ.Ｃ､）の「Ａ(P(Pcoulltill宵EvolllLiolut(）Ｉ()00」

(1933）（片野一郎訳，リトルトン会計発達山）で

あり，もうひとつはﾌﾟノーナー（Ｇ【1,,1,(１，．，ｓ｣)）の

｢EvolutionofCostAc(Pountillg'Tol925」（195'１）

(品田誠WUl訳，１１;(価計算の発展-1925ｲﾄﾞまで－）

である。

リトルトンの11;〔価計算の生成史に対する特徴は，

19世紀におけるイギリスの産業革命とその後にお

ける資本主義の発展と結びつけていることである。

すなわち，他の会計史家のように71｢いifT料の列挙

ではなくてｉｌ２会的・緑済的発展のなかでどのよう

にして近代的な会計学が誕生したかをIUlらかにし

たのである。

リトルトンのこのような論拠には，このllfWlに

出版されたプノーク・フエルズ（(lalTke，Ｅ・alld

FClls,Ｊ､Ｍ､）の名普「FaCtoハ'Ａ(vcollllts」（1887）

とパタースパイ（Bauersby,Ｔｈｏｍｌｌｓ）の「Ｔｈｅ

l〕elhctdollbl(>Cl〕tl､ybookkeel〕el・ａ11(１１１１Ｃｌ〕p1.-

fe〔Ptl)l､imc(Postａｌｌ(11)１．o｢itdomollstrat(〕1．）（1878）

の二つをあげることができる。

それに対してガーナーは豊富な山ｿﾐを示す資料

を駆使して，バチョーリが複式簿記の杵F1Ｉを''１版

（２） 

さて，わが'ﾛにおける原Ⅲi計;;':ﾙ'Ⅱ幽の生成は，

戦前の11ffl;産業を対象とした統一1%((１１i計算制度が

最|ｿ1である。つまり，軍需品の調達Illli格を決定す

るためのjiL礎となる「製造11;(ＩｌＩｉ計箆i((;11'1」（Ⅱ蹄l1

12fﾄﾞ）がl11i兀省から公表されたのが始まりである。

その後，陸T1iとifij軍から要綱とj((:I1llが公表された

が，そ;ｌｌらは「製造工業原(llli計算喚綱」（昭和１７

年）として統合された。

この蝶綱は戦後になっても物Il11i統lllのために継

承されたが．今}二|の原価計算の」:台となったのは

I1l1fll37年にﾉ〈蔵省企業会計癖議会から公布された

｢原ll1li計i;':』(準」である。これはその後。今ｎま

で改定されていないので形骸化しているが，長い

llUわがlljlにおける企業の１１);（価計算:ililI1趣のバイブル

であったことは否定できない。

このようにわが国の原価計算の生成史をたどる

と官三ｉｉ禅でなされてきており，欧米のように企業

の原(ｌ１１ｉ計興:の史実がIUlらかにされることばなかっ

た。しかし，」1然に戦前の爪１１１;瀧堆では原価計算

が行われていたであろうし，それ以外の製造業で

も(lllilff決定のためには原Ⅲi計算はｲ《可欠であった

はずである。それにもかかわらず，「１本企業の11;｛

価計算の化成・発展についてのｲﾘﾄ究は，これまで

評-背の知る'1Ｍ(〕発表されてこなかった。
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`１８豊島義一将「長崎造船所Ｉｊｉｉ価計算生成山」（同文館llllIjl（2006年）

たしかに，評iBrはかっていくつかの企業をiiijllll

したとき，その会i(|:の経理川|にlきく勤務された万

から11;iIllli計算の実f街の発展について間かされ/こ経

験をもっている。たとえば，川本電気（Nlqc）

は1899ｲlHに創設されたアメリカ企維（ウエス仇ン．

エレクトリックｉＩ：）との合弁輔１号であった。

当l11r，アメリカはティラーの科学的管理juilli｣jが吹

き荒ｌ'ていた時代であったし．｝;１１準原価計算が発

展しつつあった頃である。

ウエスタン・エレクトリックi(|:のHautl,(》ｒｌｌｃ

工場は，締営学のllf史で有名なホーソン実Wiiのモ

デルとなったところであり，］:場筒哩技術のノウ

ハウにすぐれたものをもっていたようである－もっ

ともホーソン実験は現在ではデータの狸造のため

評(ｌＩＩｉされないようであるが一・

「1本遜気はウエスタン・エレクトリックド|:から

当然のように，さまざまな経営二、）liを導入したが，

タイム・レコーダーの採川，能率賃金制度，［Ｉ社

で便||Iする工具.!〈Ｉ類は必ず内製するというツー

ル・ショップ（toolsllop）の(ill識などがある。

そして，会計分野では原価計算Ilill座の導入や伝呼(・

報告iIill瞳の導入などがある※。しかし，［|水111気

の原Ⅲi計算生成史といえるようなＩＩ}光はない。

また，（株）東芝の母体となったL'１京電気も，

1905年からｱﾒﾘｶのｾﾞﾈﾗﾙ･ｴﾚｸﾄﾘｯｸ

(ＧＥ）と技術提携を結んでいたし，もう一ﾉﾉの剛

体である芝浦製作所も1909年にlilじくＧＥと捉鵬

を結んでいる。このii11i者は1939ｲﾄﾞに合ｌｊｉして｣ＷＦ

の東芝になるのであるが，このようにいずれも

ＧＥと合併前から提)|“ている。したがって，原

価計算についてもＧＥの手法がiW〔人されたという

ことをIlllいたことがある。

しかし，これら２社の詳細な絲純についてはｌＵ１

らかにされていない。したがって，’二1本企業のI1ii

Illi計算の生成史についての研究は皆無なのである。

しかし．′|x稿で収(〕」:げる「長１１，１造船所１１;((,lli計

算生成山」はおそらく世界でもま;'1にみる評;lllな

一企業の原価計算の発展史に関するＩＪＩ究であろう。

本書を取りあげるlM1lllは三つある。本普のＨｆ昔

である豊島義一氏はiqlﾘﾆi大学大学院博士課ＩＵ１１をｌｌ１

られてから，関西(ﾉ)仏立大学にしばらく鰭をおか

れた後，東北大学経i商学部に移られて30flZuI2に

わたって教鞭をとられ、現在は門誉教授となって

ｲﾌﾞを専修大学に勅務されている。豊島義一教授の

Ｗ:ＩＭＩは会計史ではなく管''1会計であり．その分野

では著名であり，多くの業紋を残されている。

PR烏教授がこの長崎造Ｉ(|所の原(,lIi計算の歴史研

究にかかわりをもったのは，序文にも書いてある

ように神戸入学の恩師である久保１１１古二郎ゼミの

'''１１<である８人の共同研究としてスタートした昭

｢'151ｲﾄﾞである。したがって，このメンバーに所属

した人の論文もいくつか発表されているので，長

lMi造船所についての研究はＩＩＬ島教授が初めてでは

ない。しかし，1980年頃から東北大学経済学部の

紀哩「経済学」に精力的に論文を発表され，現在

でも勅務校の紀嬰で続けられている。したがって，

本Ｔｌ}はこれまでの研究のごく一部にすぎないので

ある。ひとつのテーマに対してこれほど良期にわ

たって研究を続けられているケースを評背は知ら

ない。著者と評背は同じ専'１１１領域であるので長い

つきあいがあり，評者は多くの点で学ぶ機会を与

えられたのを感謝している。このようなＩＪＩ究テー

マは地味であるので，ややもすると脚光をあびる

ことが少ないかもしれない。しかし，このような

Ｉｉ１Ｉ究態度こそ真の研究者の鏡である。本１，ilで取り

あげるゆえんである。

ｊｉｉ２の理''1は，この研究アプローチの1W｢新性に

ある。内容は後述するが，本書で取りあげられて

いる分析方法はiliなる歴史の記述ではなくて，リ

|､ルトンの原ｌｌＩＩｉ計算の生成山の発展段lIlji説を実証

しようとする懲図をもっていることである。著者

の学'111に対する真華な態度がにじみ出ているのが

liiにＩＵＩ究者である読昔に感11ﾘ｣を与えるであろう。

蛸３の理''1は本書の序文にも書いてあるように

(iiil2()，長崎造船iﾘrでは「|ﾘl治30f'三に判;ｌｌｌ平五郎

(反１１，<i造船所踵）の指導下で外国の文献を下水に

|j;((llli計算の導入に着手して以来，２０年以｣zの歳月

をＹＩｌやし，外囚人のﾉﾉをＩｌｌｒりずに試行錯誤の結果，

当１１ｹの世界水ｉＩＩｉの原価計算をｊｌｉみだしたのである」

わが国の企業のｌｊｉ(ＩｌＩｉ計算の｣|{成・発展にも多くの

ドラマがあったという事実は，この分野の(U{究昔

にとっては胸に辿るものがある。

※これについての記述はつぎの書物にみられる。

小池’ﾘ}>Ｉｉ２「l｣本電気の利益管理方式」’１１央経

済祉，1989ｲﾄﾞ。
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はｌＷＩｉの］雛１W【記、原価計算の記入からみればわ

かりにくいし，樅Ｉｌｌｌであることは|川らかである。

二[舵簿記の段階では現在の記入/j法でなされる。

商業簿記の段階と違うのは製造１１M|虹jlluj定が設け

られることである。すなわち，材料・労務賀・経

費１V)定のうち製品の生産に直接IIL1係している費用

は(|制[1,,1,助走に記入され，間接的なYll1ilは製造間

接費勘定に記入される。

仕１１ﾄ,１ｉ１ｌ１ｌ０ﾙﾋのうち完成品は製品'９１疋に記入され，

未完成分はＩｌＩｌｊｌ１資産としてＢ／Ｓに記入される。

また，製,'Ⅱ１,'０ﾙﾋﾞで売却分は売上Ii〔Illli助走に記入さ

れ，lU1未ﾀﾞli向はやはり棚卸資産となる。ただ、現

在の記入/j法と異なるのは，製造'１１１接費の合計額

が(|:ｌｌＭＩ１１１Ｕ)定ではなくて，Ｐ／Ｌの((け/に記入さ

れることである。したがって，Ｐ／Ｌの(|けjには

売_|:l);iIlliとりU造間峻費が記入され，〔liﾉｕｊには売｣ニ

高が記入される。原価計算の段Ⅲ'iでは，製造間接

費は仕'１ﾄ,Ｉ１ｌ１ＩＵ)定に振り替えられるので｣｝Ｍ１の記入

方法とl7ilじなので，これ以上述べる必喫はないで

あろう。

さて，水;!}ではこのような発展段階の区分にも

とづいて，長崎造船所の原価計il[の生成・発腱を

つぎのように位置づけている。長ｌｊｌｉ造船所の創業

はlU1ifil7<|：（1884）であるが，それからlﾘｉ治32年

(1899ｲﾄﾞ）までを商業簿記の段叶Ｉｉ，そしてIﾘl治３３

<iミ（1900）からlﾘ}治44年（1911）までを工業簿記

の段隅、さらに人正元年（１９１２）から大正６年

(1917）の６flillUを－１ﾐ業簿記の段|傭から原価計算

の段|冊I『への過渡期としている。最後の原Illi計算の

段階は人ili7ｲド（1918）以降とされている。

長mji造船所のそれぞれの段WIiの'八分は詳細に展

|淵されており，それなりに納得できるが，リトル

トンがZiiﾘ}ｉする三段階説はどのようなＩｉｌＩ究から生

まれたのであろうか。彼がいくつかの製造業にお

けるlji〔(llli計算の生成・発展の!)『ﾘﾐから見}lＩしたの

であろうか。本書ではそのような記述がみられな

いが，＃糯１$の20章に示さｵ'ているのであろうか。

このような段階の区分は当然に対象となる企業に

よって年代は1,1,Lなるはずである。

それと水;l}でもうひとつ不Iﾘlilll1なのは図１－１，

１列１－２および図１－３に示されているそれぞれ

の段鵬の'1ﾉﾙｾ|可はリトルトンの普帛!}から著者が推

定したものなのか，あるいは長崎造ｌＩ１ｍｒの資,科か

（３） 

第１章「良lili造船所の原Iilli計算生成山」では，

長崎造船1ﾘ『で11;(Il11i計算が生成するプロセスについ

て述べているが，ここで川いられているのがリト

ルトン（LittlClolLA．Ｃ､）の二段|llliモデルであ

る。すなわち〃;〔|[I1i計算の発展段階は（１）「商

業簿記の段階」（２）「ｒ業簿記の段Wi」（３）「原

Ⅲi計算の段|勝」の三つのプロセスを締るという見

解である。

評者は浅学にてこのような主張がなさｵlたこと

を本書で初めて知ったのであるが，こｲlにはリト

ルトンの独'二|な見解がベースになっているようで

ある。すなわち，今｢1でも商業簿記，１:紫簿記お

よび原価計算という１１１語は使用されており，とく

に工業簿記とIji〔Illli計算の区ｌＩｌＩは手法の述いではな

く，’二1m]に含められる範囲の違いにすぎない。本

書ではこれら三つの段階をつぎのように述べて

いる．

商業簿記の段|;Ii8①光成品は販売'1$に売上助走

の貸方に記入される。

②材料・仕掛,'１，１，．判,Ｉｌｉ１１の１０１末

残高は残高IUj定（Ｂ／S）

の借方に記入される。

③仕掛品・製１１，１，の１０１未残高は

損益勘定(1)／L）の貸方

に記入される。

④期末に材料?!(・ツブ協賛・経

費勘定の借方残商は}１１益勘

定の借方に記入される。

この記入ﾉﾉ法は，雌終的に残高IUnEの(1):方には

棚卸資産が記入され，損益勘定のⅡけ〕･には売上原

価。貸方には充|:高が記入されると解される。た

だ、仕掛,１，か側,1,11,の!U1未残高は売り上げられてい

ないが，充I:と|｢j化と考えられている。

これからlU1らかなように，リトルトンの二段階

モデルの1iii業御記は特有の定義であり，今|］われ

われが使川しているものとは異なっている。１Wi業

簿記はilV業を対象とするものであるから，生藤過

;程で111いらｲlる(I:掛品のような勘定は生じないと

いうのが現〈'1の一般的な見解である。

それにもかかわらず，商業簿記段lWiと位|［iづけ

るのは{ﾂﾙiZ記入にあると思われる。とくに③と④
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ら作成したものなのか，という碇'''１である。リ'１１１

あるいは参考文献が示されていないので，リトル

トンやガーナーの箸;1}から著者が作成したと思わ

れるが・・・

80頁におよぶので,そのごく一端にしかふれるこ

とができないが，その膨大な史料を駆使しての詳

細な分析には|]HlI1されるばかりである。

本書では，二[業薄記段叶Ｉｉへの移行の背景には兀

)01の長lUl化と(lllilff競争があったと述べ，それを反

映した法iillとして|ﾘ|治29年実施の造船奨励法と|ﾘ｜

治32ｲ｢改iliの剛tilij奨脈|l法の二つをあげ，これらを

詳細に紹介している。

ところで普背は「]:業純記段lIlliで素('11iをその発

生の都痩，典,Ｉｉｉ１１に直接かかわらせて個)Ill的に継続

記録する１１)j定は，製造'９１定としての半成二[Ili勘定

である。この半成二[zli助走は1Ni業簿記段階でみら

れた(｣掛,WIM1j定とは異なる。したがって，iWi業簿

記段階から工業in【記段階への移行は，仕掛品勘定

としての半成二[11；肋定から製造勘定としての半成

工事勘定への変化を意|Ⅱ《する」（119頁）と記述し

ているが，評者にはよく、1解できない。

仕掛,h11luj定と製造ＭＩＩ定はﾘﾐ町1(1に同じであり，

第１章の図１－２の「工業柳記」段階の勘定図で

も製造助走は示されていない。この図では製造|Ｍ１

接費勘定が設けられているのが「iWi業薄記」段階

とのlllIi-の述いであり，それを１Ｍｔ勘定に振り緋

えているのが特徴である。当|Ⅳの長崎造船所では

製造'''１接Ｙ１ｌ勘定を設けて，このような処EI1がなさ

れていたのであろうか。鋳物]:場とilli鉛メッキ工

場，カンナノコギリニ[:場では製造''１１接費が(|掛１W，

勘定に配賦されていたと|((1)iZされているが（192

頁）・・・

もうひとつは疑''１１というよりは本書からの印象

であるが，長１Ｍi造船所での工業獅記段階への.移行

の背景には]:111の長期化とllllil(競争よりも．ひと

えに所長のJ(li1II平五郎の功細ではないだろうか。

当時，’三１本の造ｍＩｉ業界がどのような状態にあった

かはまったくわからないが，彼のような会計専'１１１

家がいない他の造船所では，このような会計手法

は行われていなかったのではないだろうか。とも

かく，評背は浅学にして１lillljrJIIflllなる人物の名

前さえ知らなかったが，本;!}を皿じてこのような

偉大な会計の先述を発見できて大いなる喜びを感

じた次第である。

第４章は「11;(l1Ili計卵:」段|蹄への過波期の１１;(Ⅱli算

定とｴｴ|；>|||人]:仕訳帳について密かれているが，

これは長lIIi造船所の特殊なIli･ＩｉＩｉを弩l適した６年'１１１

（４） 

第２章「1111業iij1i記」段階のＩＩｉ(Illli計算と財産目録

''11iでは主としてi)V業fi1i記の技法である)Ul末棚卸の

処､!について述べられている。この章だけでも７０

頁にもおよぶので謙;|||にふれることはできないが，

長崎造船所の前身である三菱製鉄所にはり|治17年

下半期（７月～12)三}）の会計史料として①Ｐ／Ｌ、

②Ｂ／Ｓ，③Ｔｌ･ialBfllall(PC，④Exl)Ｉａｎａｔｏｒｙｏｆ 

Ｓｏｍｅｌｔｅｍｓｉｎｔｌｌｅｌ〕l･oliLall(lLossAccoulm

⑤LisLoflml)1℃vemcllts．⑥DctailsoflllcolL 

pletoWo1.ks，が残されていることは騰雌に値

する。

長崎造船所の会計史料が英文で示されているの

は、英国人の柵柳を受けていたからであるが，そ

れはとりもなおさず当１１Ｗ)イギリスの会計レペル

を知ることができるので，きわめてl1i亜な資料で

ある。

著者はＢ／ＳとＰ／ＬのlUj定記入からこの段階

をilF業簿記と位il1lづけているが，その根拠となっ

ているのが，［ncoml)letoWorks（半成TZli）を

P／Ｌの貸方とＢ／Ｓの借方に記入されている点

である。この金額は帳薄外で101未ＩＩｌ１ｆｌ１の手法で計

算されたものであり，これを差しiⅡくことによっ

て完成工zljの11;(ＩＩＩＩｉが決定され，｜iilじ金額をＢ／Ｓ

に棚卸資産として計上されるのである。

本章で注'二|される記述としては，’帳簿外で集計

された半成]戈Ililﾘ|細表がオーダー（指図書）貯号

)}||になされていたこと，’TI､inlBfll〔lllceが編沢諭

吉の「帳合之法」にしたがって「平均改表」と訳

されていたこと，｜i1il定責雄（諸道具）勘定で減Iilli

臓却費が認撤されていたことなどがあげられる。

第３章「二I:業抑記」段lWiのI！;〔Illlijwi〔定と素(|li元帳

では，１１N治33<|:１１１に「ilI(i業1W記」段lWiから「工業

紳記」段階へと移行した|勝代が対象となっている。

リトルトン・モデルにおいて移行への認識は材料

費・労務費・経Y1tの直接Ｙｌｌ，すなわち素(I11iを型,Ｈ１

へ賦課する手続きが行われたことである。本章も
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)111がなくなり，「半成Ｔ事勘定（Ｗ()rksinPro‐

grosHa/(?)」に統合されていることである。これ

は{!;'１１１ﾄﾋﾞ!(にfY産性が認められたことを示している。

したがって，大IF７年の貸借即１１!((炎では半成1事

勘定で次lUlに繩I)延べらｵ'ている。將背はこれは

適正な契約Illliｲﾊﾞ算)iZのために．高額な役(111i費を製

造原価に含めるために行われた手法であると述べ

ている（30/、)。

本l1rのnｔ後に，長llMi造船所における会計組織の

変遷について述べられている。①「]:柴瀞記」段

階では，人|:数，貸金，物,{,0,の数1両と金額などの

兀事YjlのlUl剤||を記録する予算技｢l11iが1%〔IiIi計算業務

の｢|】心である。②「工業簿記」段IWiから「原価計

算」段Wiへの過渡1111では，予算技il11iの役職はiiLiえ

て会計役の会計課長へと名称変１１１がなされた。③

｢原lllli計ｉ１:」段階では，会計課原Illli係の新造船掛

が原(l11i7Gllliをイル，ｌｊｉ(価清算書も'１;IjRしていた。

なお，本｢;fの後に「補章」としてlﾐﾙ|i造船i1i原

価計算:生成山というタイトルでの記述があるが、

紙幅のllLl係でここでは割愛する。不評は，総頁数

が400頁にもおよぶ大著なので評illlな史料の分析

までは細介できなかったが，答ｆＷ)30('Zにもおよ

ぶ(ＩＩ究仁はただlj1iが下がるのみである。しかも，

本書は稗行の|U｢究の一部にすぎないことを考える

と．わがIiFlの会計史研究にまさに金字端を建てた

といってもよいこげ今後の会計史研究行の道しるべ

になるであろう。（2006年７１１３１１]）

※なお．本書は2006年度の}1本1$〔価計算研究学

会および[１本会計研究学会において学会賞を

受t1iしている。これからみてもｲﾊﾟ書への高い

評Illliは。学会の総意であることがわかるであ

ろう。

の記録であってミ段階モデルのlli1l外である。この

時期の特徴は索Illli）Ｃｌ帳に製造間接Y1tであるiWtが

追加されたことである。そして，その経済１１<1背景

として|ﾘlifi40ｲ|君に三笠合資会社に造船/i11が設髄さ

れ，独立採り洲i1lが導入されたことがあげられて

いる。

当時は'三l露ｌｉｉｌＷｌ後のﾉ<〈ｲ〈況下であり，造船業界

も市況の悪化により，企業組織の兇if〔しがなさｵ’

た時代だ〕た(ﾉ)だろう。本章でみられる１１１'三|され

る会計史料としては，減(dli償却費が?!(ｌ||ではなく

て損失として１Ｍ(ｵ)れ，ｌﾘI治41年度では赤Zi2:のため

減価償却?1tがi１１人されていなかったことである。

つまり，減Il11iIﾊﾉill閏は利益で償ﾉillすべきものと考

えられていたのである。しかし，独立係算術||の導

入とともに「三遥造ｌ(|所組織」が制定されると減

価償却費は締('(に算入されるようになる。

また，製造'１(Ⅱ唆賀は工事に配賦さ;|'て光成]ｽﾞ事

原価となるが，イミ光成工事という資藤には含まれ

ない。未完成]:Iliに含まれるのは材料Yllとﾂﾌﾞ務費

だけの素価であり，それを貸借対!!((炎で>ｸ<191に繰

り越すために１１lいられるのが「繰越;IIlIfﾄｆｌｌＩ(Ｉ定」

である。つまり，この時期では製造''１１接!？（経費）

は損失であって，資産の価値を榊成しないとさｲ’

ていた。

本書の最終厳に当たる第５章は「Ⅱ;(Illli計算」段

階の原(lIli算定とllj(Ⅲi清算書というタイトルで書か

れているが，長崎造船所の原価計算はノミ'1；7〈|畠度

においてようやく｣兇在の原価計算の形態をとるに

至ったのである。人ｉＥ６年に三菱合汽会ﾈ|:の造Ⅱ|）

部を分社化して三）菱造船会社が設立されているが，

そのさい総勘定元帳の勘定;科目として)几定された

ものが掲城されているが，このＩＩｆｌＵｌにおいても英

語と［Ｍｘ語でiTlji記されているのが興味深く感じら

れる。このlJiは英国人は多分いないと'''1察される

が，衝'1文ｕ>|そのl1117jZ科|=|との整合Illﾐから英語の表

記がとられたのであろう。また，当'1,Ｗ)|］ｲﾊﾟでは

原価計算の齊物はないので，英語の文献から翻訳

したと思われる。

この勘定科１１の決定で重要なのは，未完成Z[事

に含まれる索(lIliと判Ⅱﾄ費を次期に繰り越すために

用いられてきた「作業原費勘定（Ｐrim(!Ｃ〔)ｓｔ()１．

ＷCl､ksi,】Ｐ,.()gressa/ｃ」と「繰越il911什費助走

(ChargcsollW()TksinProg1℃ｓｓａ/c)」との区
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